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 ゆきとどいた教育をすすめる岐阜県実行委員会は、９月２０日に、９０名が集まってス

タート集会を開催しました。今年は、昨年の２０万筆を１．５倍にする３０万筆を目標と

することを決めました。 

 集会終了後に３０名ほどで街頭署名にとりくみ、１時間ほどで３００筆の署名が寄せら
れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生が思いや

願いを出し合う 

 

学校側は、生徒は
暑くても我慢すれ
ばいい、と言うが、
精神鍛錬ではな
い。（クーラー） 

通学も遠く、親同士
のつながりも薄い
高い授業料。親に申
し訳ない気持ちも
ある。卒業しても署
名を続けたい 

署名に無関心な人
もいるけど、友だち
も親戚もみんなや
ってくれる。去年は
500 筆集めた。 

授業は何といっても、分から
ないところから始めてもらえ
るのが一番うれしい。 

経済的に大変な家
庭もある。退学し
なくてもいいよう
に、署名をがんば
りたい 
 

署名活動をやってよかっ
たこと････関心を持って
くれる人が多かった。自
信が持てた。 

 
 
 
  
大阪では９月１５日、５団体（私学助成をすすめる会・府立高校３０人学級をすす
める会・大阪市立高校３０人学級をすすめる会・障害児教育をよくする会・教育文化
府民会議）共同で、「共同スタート集会」を開催しました。私学の高校生は、生徒会活
動として、近所の住民に評価される高校生になろうと呼びかけていることや教育条件
改善のために、署名運動をがんばる決意を発言しました。 
 

お母さんパワー全開（柏原市） 
  
「１クラス４０人！」「はっきりいってこれでは先生の目が全員にゆきとどいてない
わ」「１年生だけでも何とかならないんですか」 
 ２月の懇談会では、すべてのクラスでそのことが話題になりました。この声をＰＴ
Ａにあげていこうということになりました｡ＰＴＡ会長になられたＡさんは、積極的に
学校へ出かけ、学校の敷居を低くしていきました。その延長線に「柏原市の３０人学
級をすすめる会」があったそうです。「会」は、事務局長のＢさんを中心に、精力的に
活動をすすめました。 
 
 
 
 
 
 
 
 「会」の事務所に店の２階を提供してくれているＣさんは、店のチラシに「会」の
ビラをおりこんで、地域に配ってくれました。 
 ８月末に、累計１６０００筆の署名提出。 
 署名提出後も、会の活動はやむことなく続いています。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

・市内すべての学校の校長やＰＴＡ会長との懇談 
・スーパー前での署名活動（一ヶ月に８回） 
・店頭などへのポスター掲示 
・門前でのビラまき 
・２回の新聞折り込み広告（新聞販売店の御好意で無料）

・市議会議員への申し入れ 
・教育長・教育委員会との懇談 
・９月議会の傍聴（１６０００筆の声がどのように扱われ

るか、目や耳で確かめる） 
そして、ついに 
・市長との懇談（１０月）の実現 


